
「くわな社協だより」は、赤い羽根共同募金の配分金を活用し、制作しています。 

支え合えば、この街はもっとよくなる
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令和7年3月に長島町ユニータウン自治会にて「地域福祉座談
会」を開催しました。
自治会長をはじめ地域住民の方々にご参加いただき、これから
の地域づくりに向けて「あったらいいな、こんな仕組み」「こんな
ことだったら自分でもできそう」というテーマで話し合いました。
買い物や通院などの移動が不便な点や子どもの居場所づくり、
社会資源を学ぶ必要性などたくさんのご意見が出ました。今
後、他地区でも開催し、地域のみなさまとともに、地域福祉の推
進に活かしてまいります。



4 月 24 日、石川県輪島市の輪島市社会福祉協議会を訪れ、令和 6 年能登半
島地震に対する災害義援金 503,408 円をお届けしました。
この義援金は、当会関連施設に設置した募金箱に皆様からお寄せいただきまし
た浄財です。
当日は、輪島市社会福祉協議会の久岡会長などから発災後の経過、現状、今
後の課題などについてご説明いただきました。
義援金募金にご協力いただいた皆様に心より感謝申し上げます。また、これか
らも当会は、輪島市をはじめ被災された地域の復興にできる限りの協力を続け
てまいりますので、引き続きご理解、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

輪島市社会福祉協議会へ災害義援金をお届けしました

令和 7 年 1 月、桑名ボランティア連絡協議会様より100 万円のご寄付をいただきました。今回のご寄付は、チャリティ
バザーの売り上げの一部など、長年にわたり積み立てた資金をもとにご寄付いただいたものです。桑名市で災害が発生
した際の災害ボランティアセンター運営や資機材の整備など、即座に対応をするための資金として活用してほしいとのご
寄付の趣旨をふまえ、当会として円滑な災害対応を行うための貴重な財源として大切に活用させていただきます。

桑名ボランティア連絡協議会様よりご寄付をいただきました

お知らせ

司法書士による成年後見制度相談
◆日時：毎月第 1水曜日　9：00～ 12：00　※変更の場合あり
◆場所：桑名市総合福祉会館（桑名市常盤町 51）
◆備考：予約優先（空きがあれば当日可）
◆予約先：福祉後見サポートセンター　TEL 23-2856

成年後見制度に関する出前講座を開催します
集会所や通いの場などにお伺いし、成年後見制度の内容をわかりやすく
ご説明します。　時間は、30分から1時間程度です。
◆問合せ：福祉後見サポートセンター　TEL 23-2856

※「成年後見制度」とは
認知症・知的障害・精神障害などの理由で判断能力が十分でない方
に対し、家庭裁判所で選任された成年後見人等(成年後見人・保佐人・
補助人 )が契約や財産管理など、法律的に支援していく制度です。



10/1～ 12/31 までの間、自治会・企業・学校・団体など多くの皆さまにご協力いただき 
ました。誠にありがとうございました。 赤い羽根共同募金は、昭和２２年に市民が主体の民間
運動として始まりました。当初は 戦後復興の一助として被災した福祉施設を中心に支援が行
われ、その後は地域福祉の推進のために今日まで活用されてきました。誰もが住み慣れた地
域で安心して暮らすことができるよう、さまざまな地域福祉の課題解決に取り組む民間団体を
応援する「じぶんの町を良くするしくみ。」として、全国で取り組まれています。

令和6年度赤い羽根共同募金運動　結果報告とその使いみち

募金総額及び内訳

高齢者のために 1,230千円

戸別募金 16,683,517円

法人および大口募金 1,396,178円

街頭募金 １１５，３５４円

学校募金 164,030円

職域・その他募金 861,309円

合計 19,220,388円

●宅老所活動に助成
●ひとり暮らし高齢者のつどいの実施
●配食サービスの実施

子どもや子育てのために 1,500千円
●「大型遊具であそぼ！」の開催
●「おもちゃ病院くわな」の活動支援
●市内小中学校が行う福祉教育活動に助成

障がい児・者のために 320千円
●ほのぼのるーむの開催
●精神保健福祉活動の普及啓発
●障害者団体連絡協議会に助成
●身体障害者福祉協会に助成
●自閉症児親の会に助成

ボランティアのために 4,000千円
●ボランティアグループ活動に助成
●ボランティアの養成、派遣、活動情報の発信
●災害ボランティアセンターの運営、担い手養成

地域福祉のために 11,223千円
●地区社会福祉協議会に助成
●地域福祉推進団体（民協、保護司会等）に助成
●「くわな社協だより」の発行
●桑名市社会福祉大会の開催
●多度すこやかフェスタの開催　　　　　　　　　　　

●長島地区で地域福祉座談会の開催　　　　　　　
●長島地区で福祉合同クリスマス会の開催
●長島地区で地域助け合い推進事業の実施
●多度地区で地域助け合い推進事業の実施
●らいむの丘を起点に多世代交流事業の実施

令和6年度（7年度充当）配分額合計　18,273千円（千円未満切捨）



お知らせ

桑名ボ連協まつり

子ども用貸し出し車いすを増やしました！

日常生活自立支援事業は、判断能力に不安のある高齢の方や知的・精神に障がいのある方々が住み慣れた地域で安心
して暮らし続けられるように支援する取り組みです。福祉サービスの利用手続きや日常的な金銭管理などを、ご本人と
の契約に基づいてサポートします。生活支援員は、利用者のご自宅などを定期的に訪問し、必要なお手伝いをしていた
だきます。
◆応募資格：特別な資格は必要ありません。
◆活動頻度：月1～ 4回程度／ 1回あたり1～ 1.5 時間程度
◆活動報酬：1時間あたり1,030 円
※詳しくは、当会ホームページ（右のQRコード）をご覧ください。

日常生活自立支援事業　生活支援員として活躍してみませんか？

◆日時：6月14日（土）10:00～ 14:00
◆場所：桑名市総合福祉会館（桑名市常盤町 51） 
◆内容：バザー、飲食ブース、手作り小物品販売など
 ▷バザー用品 募集！～ご協力お願いします～ 

◆受付用品：食料品、日用品、雑貨、食器、陶器類、装飾品、着物、鞄類、手作り小物　※未使用のものに限る 
◆受付場所：桑名市総合福祉会館（桑名市常盤町 51）
◆受付期間：6月2日（月）～6月12日（木）午後 5時まで（土・日を除く）
◆協力方法：桑名市総合福祉会館へお持ちいただくか、下記へご連絡ください 
◆問い合わせ：桑名ボランティア連絡協議会（川瀬：TEL 090-6570-6580）

このたび、子ども用貸し出し車いす（写真）を新たに増やしました。
お子さまの移動をより楽に、快適にするためにぜひご利用ください。
◆対象年齢：未就学児～小学校低学年
◆貸出対象：桑名市内の団体・個人
◆貸出期間：原則 2週間まで
◆備考：予約優先（空きがあれば当日貸出可）
◆問い合わせ：ボランティアセンター　TEL 22-8218

この車いすは、赤い羽根共同募金の配分金を活用し、購入しました。
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